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「
大
久
保
樋
管
改
築
工
事
」
は
、
国
土
交
通
省
が
整
備

を
進
め
る
「
さ
い
た
ま
築
堤
事
業
」
の
一
環
と
し
て
展

開
さ
れ
て
い
る
。
さ
い
た
ま
築
堤
事
業
は
、
洪
水
に
耐

え
る
十
分
な
高
さ
と
幅
を
備
え
た
強
靱
な
堤
防
を
築
く

重
要
な
治
水
事
業
だ
。
こ
の
新
堤
防
の
整
備
に
伴
い
、

隣
接
す
る
埼
玉
県
の
大
久
保
浄
水
場
に
水
を
送
っ
て
い

る
取
水
樋
管
を
改
築
す
る
工
事
が
今
回
の
現
場
で
あ
る
。

現
場
を
統
率
す
る
青
木
あ
す
な
ろ
建
設
㈱
の
渡
邊
琢
朗

所
長
は
語
る
。「
大
久
保
浄
水
場
は
県
民
の
約
半
数
に

水
道
水
を
供
給
す
る
国
内
最
大
級
の
基
幹
浄
水
場
で
す
。

樋
管
は
水
道
事
業
の
要
と
な
る
構
造
物
。
我
々
も
そ
の

重
要
性
を
十
分
自
覚
し
て
施
工
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
」。

生
活
を
支
え
る「
水
」の
取
水
施
設

手前が大久保浄水場、ブロックを連結した樋管が伸びる先が荒川だ。ブロックの設置はわずか2週間で完了した。

埼
玉
県
南
中
央
部
及
び
西
部
地
域
の
生
活
水
は
、

荒
川
か
ら
供
給
さ
れ
る
。

水
害
の
な
い
安
全
な
街
づ
く
り
を
目
指
し

堤
防
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
荒
川
中
流
域
。

こ
こ
に
暮
ら
す
三
八
〇
万
人
に
命
の
水
を
送
る
の
は
、

撓
む
こ
と
で
地
盤
変
形
に
耐
え
る「
し
な
や
か
な
樋
管
」だ
。

地
盤
の
変
位
を

撓た
わ

ん
で
吸
収
す
る

柔
構
造
樋
管

Ｈ
22
荒
川
大
久
保
樋
管
改
築
工
事

Site Discovery

発見
現場

縦2.5ｍ横4.6ｍ奥行2.0ｍの函体41函を4 〜 9函ずつ接合し、
6基のブロックを造る。四角いドーナツを繋ぎ合わせた筒状
のブロックをさらに連結してトンネル状にする仕組みだ。

　

施
工
に
は
設
計
段
階
か
ら
検
討
さ
れ
た
「
柔
構
造
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
樋
門
」
が
用
い
ら
れ
た
。
工
場
で
製
作
さ

れ
た
函
体
を
結
合
し
て
六
基
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
造
り
、
こ

れ
を
連
結
し
て
全
長
八
二
㍍
の
函
渠
を
構
築
す
る
。
ブ

ロ
ッ
ク
の
接
合
部
は
「
可
と
う
継
手
」
を
施
し
、
変
位

を
こ
の
継
手
に
集
中
さ
せ
て
地
盤
の
変
形
に
追
随
す
る

「
剛
接
合
方
式
」
が
採
用
さ
れ
た
。
従
来
の
樋
管
は
、
地

盤
沈
下
等
の
際
に
管
の
周
囲
に
す
き
間
が
生
じ
、
こ
れ

に
起
因
す
る
堤
防
の
損
傷
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
。

「『
可
と
う
継
手
』
に
よ
っ
て
樋
管
全
体
が
地
盤
変
動
に

し
な
や
か
に
対
応
し
ま
す
。『
と
う
』
は
本
来
『
撓た

わ

む
』

と
い
う
漢
字
が
当
て
ら
れ
て
い
た
ん
で
す
よ
」
と
所
長
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工事概要黒い枠がブロック間
の接合部に施工され
た「可とう継ぎ手」。
この継ぎ手が撓むこ
とにより地盤の変位
を一手に引き受け
る。

Ｈ22荒川大久保樋管改築工事の施工場所（提供元：国土交通省関東地方整備局荒川上流河川事務所）

さいたま築堤は従来の堤防より規模が大きくなる。盛土加重の増加を考慮して地盤改良を施し樋管
の安定に万全を期した。

治水橋

荒
川

今回施工箇所
（荒川左岸39.3k）

さいたま市
荒川総合運動公園 埼玉県

大久保浄水場

既設大久保樋管

さいたま築堤事業さいたま築堤事業

施工堤防高
今回堤防を
補強する部分

地盤改良

H.W.L

地
盤
変
位
に「
し
な
や
か
」に
応
え
る
樋
管
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に
見
え
る
。「
現
場
一
帯
を
全
長
二
七
〇
㍍
の
『
二
重
締

切
工
』
で
囲
っ
て
い
ま
す
。
国
内
で
も
稀
な
巨
大
締
切

堤
で
す
。
武
骨
な
構
造
物
で
す
が
、
多
く
の
人
が
訪
れ

る
公
園
側
の
矢
板
壁
は
景
観
を
極
力
損
な
わ
な
い
よ
う
、

整
然
と
し
た
美
し
い
仕
上
が
り
を
心
掛
け
ま
し
た
」
と

渡
邊
所
長
。
河
川
工
事
は
川
の
流
量
が
増
加
す
る
夏
場

の
工
事
が
制
限
さ
れ
る
が
、
こ
の
砦
に
よ
っ
て
通
年
施

工
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

堤
防
を
切
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
歩
行
者
の
利

便
性
に
配
慮
し
、
仮
締
切
工
に
沿
っ
た
迂
回
路
も
自
主

的
に
整
備
し
た
。
樋
管
の
埋
設
が
完
了
し
、
本
来
の
堤

防
を
整
備
し
た
後
、
こ
の
二
重
締
切
工
は
撤
去
さ
れ
る
。

　

さ
い
た
ま
築
堤
は
こ
の
現
場
か
ら
下
流
数
百
㍍
の
地

点
ま
で
完
了
し
て
い
る
。
樋
管
改
築
の
進
捗
は
樋
管
完

成
後
に
継
続
さ
れ
る
築
堤
の
工
程
を
大
き
く
左
右
す
る
。

「
時
間
と
の
闘
い
で
す
ね
。
現
場
は
一
日
た
り
と
も
待

っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
近
接
す
る
大
久
保
浄
水

場
は
県
民
の
生
活
を
支
え
る
大
切
な
イ
ン
フ
ラ
で
す
か

ら
無
事
故
・
無
災
害
施
工
も
絶
対
的
な
使
命
で
す
」。
渡

邊
所
長
は
工
期
を
全
う
す
る
た
め
作
業
人
員
と
重
機
を

集
中
的
に
投
入
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
言
う
。
地
盤
の

変
位
、
管
路
の
傾
斜
な
ど
を
計
測
す
る
セ
ン
サ
ー
は

三
一
カ
所
、
約
八
〇
基
に
及
ぶ
。
導
水
管
の
施
工
ポ
イ

ン
ト
が
浄
水
場
の
重
要
管
路
か
ら
一
㍍
に
満
た
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
。
所
長
は
「
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
次
々
と
迫
っ
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
『
終

が
教
え
て
く
れ
た
。

 　

現
場
で
は
樋
管
本
体
の
設
置
が
完
了
し
、
函
渠
の
埋

戻
し
作
業
が
始
ま
っ
て
い
た
。
一
部
を
開
削
し
た
堤
防

か
ら
荒
川
本
川
に
向
か
っ
て
伸
び
る
樋
管
が
土
砂
で
埋

設
さ
れ
て
い
く
。
堤
防
の
す
ぐ
外
側
が
大
久
保
浄
水
場
、

河
川
敷
側
は
広
大
な
運
動
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ
。

　

施
工
エ
リ
ア
は
す
べ
て
鋼
矢
板
に
よ
っ
て
囲
わ
れ
て

い
る
。
施
工
期
間
中
の
堤
防
機
能
を
代
替
す
る
仮
設
堤

防
だ
。
現
場
全
体
が
難
攻
不
落
の
砦
の
中
に
あ
る
よ
う

わ
ら
な
い
現
場
』
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
」
と
自
ら
を
鼓

舞
す
る
。
大
胆
か
つ
繊
細
に
安
全
確
実
な
施
工
が
進
め

ら
れ
て
い
く
。

　

住
宅
街
か
ら
距
離
を
お
い
た
現
場
と
は
い
え
、
前
述

し
た
迂
回
路
を
含
め
、
近
隣
住
民
へ
の
配
慮
も
怠
ら
な

い
。
運
動
公
園
は
年
間
数
十
万
人
の
市
民
が
利
用
す
る

公
共
施
設
だ
。

　

矢
板
の
打
設
に
は
当
初
バ
イ
ブ
ロ
ハ
ン
マ
ー
の
使
用

が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
よ
り
騒
音
の
少
な
い
油
圧
式

の
重
機
に
変
更
し
た
。
運
動
公
園
で
大
き
な
大
会
が
開

催
さ
れ
る
際
に
は
警
備
や
誘
導
を
支
援
、
終
了
後
は
清

掃
活
動
に
あ
た
る
。
進
捗
状
況
を
伝
え
る
写
真
を
逐
一

現
場
に
掲
示
し
日
常
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
努
め
て
い
る
。

　
「
散
歩
を
す
る
方
々
と
も
気
軽
に
声
を
掛
け
合
え
る現場は活気に満ちている。「元気に！明るく！楽しく！」がモットーだ。

現場を包囲するように二重
締切工を築造。これは9m
間隔で矢板を二重に打設
し、その間に中詰土を充填
した頑丈な仮設堤防だ。

当初の計画にはなかった歩
行者のための迂回路も自主
的に整備した。

現場は大久保浄水場（写真奥）に近接している。重要管
路が錯綜するエリアでは、慎重な施工が求められる。

この現場で改めて感じたことは
「経験と技術の伝承」の重要性

です。私自身これまで携わった5件の
樋門・樋管工事を通し、鋼管杭基礎構
造から最新の弾性接合方式プレキャス
ト樋門まで、樋門の技術的な進歩と共
に現場を経験し、多くの知見を得てき
ました。いまだに自ら指し示した方向
が正しいかどうか、自問自答を繰り返
す日々ではありますが、この経験を、

探究心に燃え知識欲旺盛な若手や中堅
社員に伝えていくことが私の使命です。
　この現場は「柔構造樋管って何？」
というところから始まりました。そん
な社員たちも毎日現実の樋管に触れる
ことで今ではベテランの趣です。
　着工1年を経て工期も半ばを過ぎま
した。今後も当社理念の「高い満足
感」を感じていただけるよう関係者の
皆様とともに工事を進めていきます。

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

青木あすなろ建設株式会社
H22荒川大久保樋管改築工事所長

渡邊琢朗
Takuro Watanabe

ほ
ど
、
地
域
と
は
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。
現

場
は
地
域
に
認
め
て
い
た
だ
か
な
い
と
い
い
仕
事
が
で

き
ま
せ
ん
」。
こ
れ
ま
で
に
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
所
長
は
話
す
。

　

所
長
が
現
場
に
到
着
す
る
の
は
毎
朝
七
時
前
だ
。
八

時
の
朝
礼
ま
で
の
間
、
誰
も
い
な
い
場
内
を
じ
っ
く
り

と
巡
回
す
る
。「
こ
の
時
間
に
五
感
を
使
っ
て
現
場
を

視
た
い
ん
で
す
。
そ
の
日
の
風
景
、
音
、
雰
囲
気
を
肌

で
感
じ
な
い
と
気
が
済
ま
な
い
。
技
術
的
な
理
屈
だ
け

で
は
把
握
で
き
な
い
空
気
感
が
あ
る
ん
で
す
」。
事
実
、

以
前
携
わ
っ
た
現
場
で
微
妙
な
違
和
感
を
察
知
し
、
迅

速
に
不
具
合
を
修
正
で
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
言
う
。

　

仕
事
に
臨
む
所
長
の
そ
う
し
た
姿
勢
は
若
手
職
員
の

刺
激
に
も
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。「
経
験
を
積
む
ご
と

に
、
着
工
時
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
が

頭
の
中
に
出
来
上
が
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
若
手
に
は

課
題
を
克
服
し
な
が
ら
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
カ
タ
チ
に
し

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
所

長
は
エ
ー
ル
を
送
る
。「
私
の
役
割
は
進
路
を
示
す
船

長
の
よ
う
な
も
の
。
若
手
も
含
め
現
場
が
一
丸
と
な
っ

て
一
つ
の
方
向
に
進
め
る
環
境
を
創
る
こ
と
で
す
」。

　

青
木
あ
す
な
ろ
建
設
の
行
動
規
準
の
ひ
と
つ
に
「
い

か
な
る
時
に
も
何
と
か
な
ら
ぬ
か
の
精
神
を
貫
こ

う
！
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
。
渡
邊
所
長
の
み
な

ら
ず
職
員
・
作
業
員
全
員
が
そ
の
言
葉
を
体
現
し
て
い

る
、
そ
ん
な
川
辺
の
現
場
だ
っ
た
。

五
感
で
現
場
を
把
握
す
る

「
砦
」に
囲
ま
れ
た
施
工
現
場

工
期
を
安
全
確
実
に
達
成
す
る
情
報
化
施
工

き
め
細
か
い
気
配
り
で
地
域
の
理
解
を
得
る


